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…続サウジアラビア紀行⑥≡
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地域のキャンプ

生滝

口の卵は衣芯熔ベトつ慧暦はも夢割勇篶かかゆている.

｢矛孫夢茅榊ハ(休め泌

りア1常ア1汐減(汐蹄結構樽沫)3

}イジ硅マア埋紫黒翁勇一八(何故熔仏護触沈だ)｣

㌘孤ン夢･テシャ茅ツブ苗繁イ栄担シ畿双イ栄硅勇一ケ

ン苗アン焚ック竜裟籔籔荻1ゲ労イｰ汐硅次次潔竜罰一

ゑ出器ン夢宙ワ第畠琢淡苗紡籔淡算(賛労は抄むばかり

の氷を飲ん恐犠灘一塗慰謝熔佳欝壷篶瀞鴻曲賛方と

稿は岡岱で栽泌甘讐薫榊然溶抽彰讃滋汐(伐欝をしな

慧締篶

深茅はア謡壷蜜滋畿宍解じ触･秘跳滋綿鵬ふうは

一驚一書置切り繍泌添答じ榊耽簿泌一張は休

業せよ夢をする私をふり切るよう樽叶シラ1シ饗ゴル

小村薄忠節

(窓あ佳議愁)止い憎て並上ゆた曲がゆては落下傘

部隊紀鼻を潟き漢彪私花ち市岡僚の泥め紀爾尋の

ひらから鮮血をし施花らせな秘らぐぢ一っζぽきず紀

鹿袋懇葬肩水蜜汲み勾すは施忽蜜も亀蕃溌ハム㎞済芯は

海鋤婁砂混りの強剛師挽で巻尿壷持葛必弼熔童

顯でいる彼⑳腿はも費勇勲る想卑蛾遂寧王朝緯の瀬

を間もなく迎免ようとする北斑サウジァ茅ビア⑳小商い

遼の頂芯⑳芯とで落る苗

紐海艇沿顯でひ蟹は花幅五破滅妻か費の海簿平野(籍閥

團)椴策側紀はヘジャｰズ山脈の瞭央部と郷閥熔兇

高δ0～独肋の丘陵淋ある｡かつては豊かな水の流れ

カミ噛み砕い花岩をもてあそんだであろ簑河の底を埋め

つくし花砂利を押しのはて灌木秘ぽつんぽつんを生魚

獅渇磁縫は緑は屍免蔀長い舘凋絶お花鴛て自然の蓄

ぴ膨養熔載耽蜜初恋苅瞭をも顯施猛⑳焼は花想れ花漢

勤滋鶴亀吻朋は哀れで慈夷勅欲鶏鰯園)把砂漠籔ルシ

樽縞潟彩れ花悉⑳岩肌は強熱旗陽施蜜反射篶で塞蕎

湾栄狡将⑳跡のケ浜イ篤⑳漢夢想由

批衡労秘蔭繭棄労へ⑱びる慧⑳遼陵地帯は郷概紬

⑳廉坊懇象裟⑳金鉱康蜜奮滋､繭積潟ぷ租童窪⑪⑬腕嚢

樽蔓頓鐙鉱床賦律地滅撚訟ダヤ笠團鱒代菊泌杜絶溶

戦1慧関は欝杓花骨陶網儀滋時代を経恋錫稼熔墾る蜜で

慧⑳鰯で愁り畿愁蟹翼溶金鉱床地域⑬マり忽篶で注賢密

杓で慧稔顯1W数淡地載恐滋蕃由

私施ちは物擬の補絵1地形その他キャンプに必要

欝粥鰯が惚て藩下錐部隊の薬士鶯欄淀人幾の繋ハふ一ド

辮棚㈱飾残弼〃嫌せ滋鰭球箪榊卯列締剣鯛憲翻彼禽の

上1こ杓レトでをぬで菰慈秘そ幻翻分勇奮簸録糖嬢と叙撤てい遂ので聞もな

く破擬じ紀等鴬鵬む獺蟻鮒縛鐙重鉱1幻⑳糠行幾跨の建物の跡その上

にの吻仙喝酬抑タダの頭銭脅と鷲僚�
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な諸条件を十分に考､慮してこの地域内でも一番大槻模

に採掘されているU服G鮒ay郊鉱山跡をキャンプ地と

して選んだ.この鉱山跡の一角には高さ30狐ばかり

の丘の東麓にむかしの察務所の跡がある.丘にかこ

欝鰯鰯及玉珊騒狐繭東方の海岸平野を行くベドウィン鴬等幻刷滋⑰億

率簡の花騎幾

蛮れた平地よりも婁～3鰍高く怒っているここは小砂

利を敷慧つめたような地面が平ら扱のどこの丘が夕陽

を遮ってくれるのでテントを張るには絶好の場所だ.

私たち(第80図)はこの最上の場所に寝室用テント･

欝?鋼薮

搬蝋薮弥簾方め澄駿地形ごの付遜の登繊

大部分泌繊籍で形磁さ叔てい義

蛇繭腕箭後で

第7脳途

A1概繊策労蟻澄鱗飽形寧餓紗織戴縫繊墾零翼擬鰺の稔めのも

ので剛ま標式設定讃⑳娼飲め頭文寧至総標戴欝景を讃わす閑

の学心妻驚獄至イ泌繋ハイダ秘鑑め蔭秘で彰肯鳶

窮8鰯も

第8⑰鰯掻輿滋蛾鰯録

(総榊邑秘策労顯滋嬢草野で)

鮎鮫窺1鋤籔鉱炊の逝くで聚鯵織滋癖⑳磯昆俄次競窟と

鑑謙のグyメツ洋アソメ栄累が締顯父い義酬嚢妙夢ス綴暖

媒をつけ紀フィルタ^

織鰯蟻

慈率戯文筑(翼嚢鉱糞蔦.笈.)

(A眺N邑湿雛盛鉱岬こて)

篤8⑪図6

桑彩久夫技官(U醐

G㎜酬a童鉱山にて)�
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食堂兼作業用テント1炊事場用矛ソトを張った､人夫

や運転手たちは夜遅く蜜でラジオの音盤を一杯に上

げて唄ったり踊ったりするので彼導のテントは私

たちのテントから10腕ばかり離れ危所は張られた｡

これだけ離れていれば余程のことがない限り彼等の

騒ぎもそれ程気にならない､

AWaj危地域にほかつて採掘塞たは探鉱書れた鯛の

金鉱ぬと互00余の看葉脈鮮がある山やや大規模ぽ探掘

され恕鉱山については磯a代次1桑形久夫⑳雨風秘作

成したユ/2珪000実測地形團を健用して小規模熔採掘蜜

たは探鉱され淀鉱床と来着等宥英脈鮮に幼いては巻尺

とブ茅ントンコンパ第をを用いて作成レ花簡易測量園を

使用して調査を実施し危昔こうして鉱床精査を行なう

一方実測図作成期間弗や鉱床調査の合間を利用して

1/6万縮尺の航空写真を使用して地質調査を行ない面

積エμO王㎝婁にわた顯て蝸万縮尺の地質図を作成した告

私は日本を離れる前紀悦勿ンブリァ紀層が調査

の対象になる柾らば双眼鏡で遠くから眺めた想けでも

地質図は作れる.楽なものだよJと親しい友人から

聞かされていた｡ところが聞くと見るとでは大違い

で地形も複雑匁ら地層の変化も断綴恋どぽよる原構造

の改変も藷しく結局は愚でかせぐ忍とから脱け出

すζとはでき植かった出先カンブリア紀属に関する:先

入観のようなものがいとも簡単組打破られ液のはζの

地域の地質的特性はよるのだろう｡

しかし航空写真判読によって地質現象をかなりよく

知ることかで蓄るので調査の速度は員本ぽおける調査

よりは数段速い｡それなのに憾とん出0◎劣露出し

ているといっても過言ではないこの地域の主として航

空写真によって作成された1/50万地質図の誤りはどう

したことだろう.この地質図上には広く分布する砂

岩も礫岩も翰砦愁花鱒閃緑岩鎧篶て赤亀を欝び稔砂岩

は岩脈あしで塗蓄養批芯潟資金体詮修移慧の飽繊の

地質図の約70%は誤蟹聾漕あ蕃.航空写真⑳判読熔変

葛地質園の惟成はい勃渇⑳意味で宥劾では茜繍婁

現蛸恋秀黒ックをが滋り襲流蕃山愁む慧⑳地域熔つ

い焚ζう篶稔繭芯例療薬秘行猿杓托燕漱は地質園

⑳誤算は1跳ん塚生篶扱か唄淀⑱懇は稼かる夢か直

確かに慧の地域の一部⑳酸性深成岩登砂岩締礫岩を

は写真五では区別じ溶く苧淀勘蛎嵩⑳懇蓬夢形花聞

違嚇螢脈&はも繍嘩ゆ総繍ゆ榊

篶舵ない､

写真地質⑳経験⑳榔鰍は写薫を案件視する徒び紀

判別む紀紬堵層熔滋紀が締徴淡ないかを思いめぐ蔭す

篤鋤鰯蟻鑓欝

(汐搬怨鮒鮒銚鍍酬こて)

こと添多かっ花合

私たちが調査した区域肉には北東部一帯ぽ五/50万地

質図上で花陶閃緑岩として塗色書れている区域がある｡

この区域の写真を実体視している折秋ま丘の頂上や

ゆるやかな斜繭に針の先ほ夏の黒点か見えるのに気がつ

いた写真上の一般的特徴はなる程一部の花闇岩

質岩に似てはいるがこの黒点カ§どうも気になる,そ

うした疑闇はしかし間もなく氷解した昔黒点の正

体は礫岩層秘風蝕されて丘の頂上や斜面に経ユ0

～5腕の茸状か万頭のよ夢な形をしている部分芯由

ふ澄ん気にとめることも匁さそうなζうした写真上

の微細な特徴を私は私愈りに拾いあげながら地質

調査は役立てそして調査区域の余白を埋めていった古

キャンプの朝は早く年前6時東の空を茜終染めて

太陽が昇る噴サラｰ(祈り)の声と共に明けそして焼

けつくようなサウジアラビア王国の一貫がはじまる｡

午前6時串起床7時紀朝食7時30分か8時に出発

して婁時頃談で直射良光にさらされながら調査は休

み溶く続けられる幸胡頃か㌶鯛初動塞懇は吻ゲ^

潔械沁締蜜彰球る⑳恐あく紘渕鑑業務彰順調縫艦め

る慧肋泌球がしい白砂濠い鱒熔は一驚串衣慾遊

く卿瀦銚屍紘く鵜か敵は蜜獅瞭即

み蕃畿蚤絶出⑳頂上繊劾境免でふも差の方は蜜鷲

愁く蝿尭溶慧な叙そ蚤なる登損糧じ災簑1軸簿穣

が護り稔慈蝿免扱いか凄愁は大慧く･ゆ批澄⑱芯墜

夢隠も滋密拡い苗抽蜜け熔慧卿功時期1蔭は傷で杉

で龍巻添趨慧鴛施り砂麓を含ん想熱風が吹慧訓ブた

り溝嵩愁⑯潜おで愁徴欝壕慈彩の騒ぎ修締溶い｡

稚繍愁測鑑灘は賢熊蜜滋は懇夜顕は&楽熔鉢肇帳

'か湯的球鮒騎淡籔時黙憾一席終妙締後媒騎堆ぎ頚亭沌

驚没畷濠添蒋ぴ仕議を決る忽当もある誼�
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地質家は目中でなければ石の色がよく屍克ないので

暑い盛りにとぼとぼと歩き廻ることに在る躬そうし

た時疲労と水分不屍か重なると｢何の因果で地質隷

になったのか｣と自分がう鰺めしくなるご挫もあ蕃皿

サウジアラビア北部の冬は寒い由亙朗も末逝くにな

ると北西風ポ連目吹き荒れ鉛筆を持つ芋の感覚は失

なわれてとても一目中仕事を続けるこ差ば困難溶出

ズ蒲ン下1長袖シャツ1ゼｰタ㎞･作業服･アノラック

を着こみ毛糸の靴下に革の作業靴をはいてかむかむ

手に息を吐きかけながら調査を進め慈貿もあったカ蔓

そんな寒い目でも風を避けて岩蔭に身を寄せる&異様

な暑さだ.岩蔭に腹はいに衣った人夫はいくら呼んで

も出てこようとし扱いしずる賢い連中はダ今資は寒

いな｣と思うと仮病をつかって休もうとする.

寒い朝も夜も塞ったく寒い.人夫たちのテントの

近くではタキ火が赤々と夜空を染めている.でも私た

ちの所には一片の薪もない.もっとも人夫たちに

｢薪を持ってご～とい免ば彼等は何エ0k血も離れ

た所からわざわざ運んで蜜彪薪を機気もなくすぐ持

ってくるだろう吉しかし私たちは㌘しのげるだけし

のごう竜彼等にありては賛重な薪だし万一風邪で

もひかせたら大変灼と自分にいい聞かせながら時に

は寒さに耐えかねて乾からび花文カンの皮や煙草の空

函を燃して気安めの暖をとることが多かった.

キャンプ生清は楽では柳･出ましてこの国へ来て

2週間後紀はヘジャｰズ山脈の奥深い則A曲の試錐

現場へ出発じ花加藤莞氏(第8姻)の苦労は私の拙い文

章では到底表現で慧そうにない時

率ジド高原の薄縁部に近いこの地域では冬は｡℃以

下ぽ気温が下り夏は50℃を上国るこをも決して珍らレ

くはない.しかも相談相準も疲れ果て化身を癒して

くれるものもなくアヲビァ人だけが相等では資本謡を

使うことも扱い､延丑年余にわたる現場生活串疲労

と箸窒で死を予期することが幾度か路りたという｡

ジ窯ツダヘ久しぶりに帰り遇然に違った時などは

現場生活にやつれ頗のこけ花被の姿を見て私は人知

れずうるむ胃を押え恋秘らヂ残された頁を無事に巡

して欲しいJを願多ごとが少なく抵かり花｡

もしも彼が花く製しい精神力と健康とに自信をもっ

ていなかり花ならば孤独ど自然のきびしさに耐えつづ

けなげればならなかったキャンプ生活を果たして無

事に全うすることができたかどうか疑問である｡

加藤氏と行を共にした人夫や運転事たちは口をそろ

えてけツサイド1湾トウ1クワイエス(加藤氏はすば

らしい)Jと私たち紀誘篶た｡それは苦楽を共にする

現地人への彼の愛情と人徳に対する彼らの信じみない

讃辞であろう.貿頃無口狂彼のほのぼのとした人柄カ芸

にむみ出花嬉しい藷芯｡

第82図Aも鶯N㌶艶王震鉱山の碑文魏鵠鎧醤瀞お縞箭も刻嚢狐てい義

欝8綱び鰍滋脇(燐鉱機⑳簿)鉱山級盧寝す葛宥ウスの一つ

孫ウスの多くは輝線砦や細粒花筒岩などで造られている�
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この地域にはU醜G岨ay就鉱山をは篶めAbじN紗

feeI登(第82図)Ab泌Se三献U賦脇sh鑓狐U㎜艮i脹

(第83図)など多くの金山が点在しているがこれらの

鉱山の多くにU臓(母)ま花はA眺(父)という名カ§付さ

れているのは金を曜一の窟とした古代の人々の欲望の

あらわれでもあるだろうか｡

A豆N簸蝸ぬ鉱山を訪れ次ある員のζと同行の地質

家から脇蝸細というアラビア語カ雲{z女の乳房葦至

を意味するζとをはじめて教わり危苗その時笑いな

がら｢ここに見えるのは乳房だけで奥の方には乙女

の魅惑をただ免淀もっ没すばらしいものがあるという

意味でこの名前添付けられだのだろうかJ&彼は聞く

と彼は破顔一案ヂイムシ風アラｰ(多分ね)北谷粂

た缶しかし人海の願は空しくその奥1ζは人序を狸

わせるほどのすぱらしい塞はなかったよう溶出

底夏珊籔狐⑳縛㌘紅ル

明けても暮れでも暑慈と寒慈あが急激終変わる天候淋

つづきそして襲た明けても暮れても同じ食事があら

われ花｡朝ほ固くなったパンとインスタントスｰプ

星はスパゲティかマカロ昌をト亨トケチヤップで味付し

たものそして夜は独特の臭いがする滴を入れて煮た飯

にトマトケチャップで味付した野菜(あいりてもせい遠

い玉葱とジ帝がイモ)をコンビｰフのゴヅタ煮だ,ζ

の食事淋㍑月も続いた､いくらその土地の料理ご別

れた方がよいをはい吻ても金く変りは克のしない料理

を毎日食べるははかなりの忍耐力が必要だ.

暑い最中の調査で疲労し窒腹を抱えで李やンプに帰

っ花時ト呼トケチャッブの色を屍危想けでうんざりし

て食事を抜い淀こ&もあっ危､しかしよく考免て

みれば体力のは浮しい滴耗を支えるにはよく食べてよ

く寝る以外1ζ方法は溶く｢食わねば死ぬもと自分忙

いい聞かせながら薬だと恩って食べることが多かった山

そうし怒ある貫の次方岡僚⑳一火添はげしい腹痛蜜

訴え花のでジｰプ樽属乗じで測概霞伽の病院へ急

いだか餐時をと吻く熔遇ぎでい花そ⑳時には病院は

すでぽ閉じてい花曲切掬ζζ塞湾莱て匿者に診て愁蔭

わず繕帰るでは恋い苗折ぷく暦合せ怒エジプト人⑳溝

護掃から匿讃⑳偉屠を闘壕沃黒遼訪ずれ訳を話しで

診察してくれ膏友勤熔凝彩愁痛み並めの注射を篶懇

くれ淀医者は嚇痢J蜜診麟篶潅串

目頃輿い水を飲んでい滅湖でごの畿う匁病気悠かか

るこあも一旛は予想篶勧沈が集際熔赤痢患者鳶拙滋

という請も闘かな妙辛も篶翼性赤痢でキャンプ申の全

員が発病し花ら&恩雪を恐るしくも藩った雅そんな病

気紀かかるわげカミないと勝手に決めこみ｢キャｰンプ紀

帰りたら腎勿タルという診歓芯ったことにしよ力と話

し含って8時にキャンプに掃った.食事もせずに私

たちの帰りを待っていた同僚たちは心配そうに｢ど

う想り花ねと私たちぽ聞いた,'私カミ予定遠り

礪湾幻砧いう診断花った｡皆も生水を飲豪泣いよ

うにと慶者が注意しだよJと話すとさすがにほっとし

てさあ食察しようということになった.

病人は!量週間ばかり休養した後すっかり元気になった

赫｢もしこの時本当に赤痢だったらJと思うと今で

もぞ一っとする告

同僚の病気がと泌つ縁で秘花ちは刈W鼠jhの医

者麦すっか員仲農く恋りた.パキスタンから来ている

このドク芥ルは鶏驚次世界大戦中軍医大尉だっ花そ

うだ自後肩秘花ちは潟礼の意味でドクトルをキ

ャンプに招待して食事を共熔しジプトンの紐茶工00袋

入りを五函進呈し花由その折ドクトル添｢バルハル

バル1湘本から近いですか?Jと質間した｡瞬問そ

の意味を解するのにと蜜どったが｢ジヱヅト機で6時

間串位の顧麟です｣と返議をした､何のことは恋い

真珠湾のこと花､帝東地域の人だちは賞を強く発音す

るし目本語のパピプペボの発音がアラビァ語にほない串

だから同本人在らバｰルノ･一バｰというところカミバ

ノレハルバル1こなりお巡りさんは恭リス値段はブライ

ス部晶はバルツ班はミスタラといつた具合だ.

はじめは妙ぽ耳ざわりなこの発音も外国語に弱い私な

どには少しなれると返って判りやすい.

このザクトルもA1Wψに来た当時はアラビア

語をまっ危く知らなかったらしい.こうしたお医者さ

ん秘アラビア語想けしか釦らない患者をεのように

して診察しその診断緕果を9のようにして理解させる

のかということは少々興味ある問題だが私は幸'

淡添拳か彼孕征欝蕊飢を案屍する機会を得減巧松

螂6第玖降護⑳園⑫政府機関隊勤務衣る外園人は

政臓籔携憲病院で糟密糠養を受は正武の診断欝を所属

凝熔縫鑓溝る慧坐紀猿咳花,

調藍地か疹曽瓢災揖へ帰繊て蟻費後私は通謙終遠

れ塗勅で外務省の近く憾勘る病院へ精密検養を受は紀

符顯滋血轟下ぬ髭を欝菟淀格腹のよい笈人の摩煮は

秘⑳顔を蝿焚ザ陽焼しで禿気懇蚤想汰狡ζも慈い所

は無い湾じ漢匁と質閥じ滋白私は唯一曽け滋利

崇返議レ稔怒は溶菰涯を諦る添なじ抑診一つす蕃

籾ブ懇は粧む慧弧巧診察の峨沈を概診あでもい

雪の潜葛,萄か､でも数潟後熔屍港て怒ら顯た餐枚の診�
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断書は日本の病院でもらうものよりははるかに上響

そうに見えた.こういう診察扱ら私にもで害そう芯咀

一握の種

12月下旬.キャンプ生活がそろそろ2歳月を過ぎ次

うとする頃私はキャンプから60鮎ばかり離れだ小

高い丘の斜面で石を叩いていた苗肩で一息災れてふ

と下を見るとそハムｰドとサウｰドが私の方を屍て

大声で何かをいっているが強風のためによく闘魚な

い.はっとして時計を見るを針はすでにサラｰ(祈

り)の時間であることを示している.けイｰブ

(o.k)｣と大声で返事をすると2人は早速その準備

にかかった.｢ああ間にあった良かっねをほりと

して急狂斜面を一歩一歩慎重に下りる｡仕事申

はほかの事を考免るこをはないが山麓の看の下にはサ

ソリや毒蛇がいるので仕事の合問や終わった後はそ

うした危険に対して神経がとがりてくる白

無事に平地へ下りた私はお祈りが終わる蜜で平べ

ったい看の下に腰を下るして図面の整理をはじめた｡

ぎらぎらと容赦なく照りつける陽光にさら慈杓なから

細かい字を書いたり航空写真を読んだりするのは楽で

は狂い｡しばらくすると醐婁痛くなったり前額部か

づきづき痛んでくることもある.

やカミてお祈りを終免た愛人がやって来てζシ轡ツク

ラン･テシャラツブ}カヨｰラ(有難うござい蜜した.

コカコｰラをどうぞ)｣といった.とたんに喉がごく

んと鳴った.考えてみれば今朝キャンプを出てから

もう6時間近くぶっつずけに働き一滴の水さ克飲んで

いない｡｢サウｰド･ノ､一トリｰ13勿薫舶ラ刮労ラ

ｰダ(サウｰド}カ貫一ラを3本持ってこい)｣とはず

んだ芦が瞥分の口からとび出し淀時縫はおかしくもあり

ほっとした表情でコｰラを取り繊柑出したサウｰドの

嬉しそうな後あ姿を見て等ハムｰドを2人で吹き出し

てし塞った.

籔吻3欄ラや水を歎な一跨は調査申では唯一の休み

時間で路りまたアラビア語の勉強時間でもある.

この目も例にもれず私はモハムｰドとサラｰドを売

主熔して会議の勉強をしていた.物凄い暑春と焼け

た想れたよう抵岩肌茄無気味桂ばかりの静けさと相像

って塞るで死の世馴ζいるような錯覚を起こさせ為吉

ふと前方を兇ると疲れ切った目に一か牟蜜りの緑

がとびζんでき花､｢シ嚢一フ(兇ろ)｣といって2人

をうながしそこへ行って見るとワディ(洞谷)のク

ポ薫紀背丈遂～服狙のスイ浦の蔓が2m四方ばかり

の広さに芽生克ている(第84図)｡聞けばベドウィ

ンか構えたものだという｡そう聞いた瞬間私はこ

の荒漠たる大地に息づく人寿の生きる望のたくまし惑と

初恋窓紀胸をう芯わ実る費の一目も早からんことを祈

った由

わずかばかりのζの新しい生命のたく蜜い･成長を待

ちζ淋れながらそのベドウィンは今この大地のど忍

ををぽとぽお旅しているのだるうか封言語に絶するき

ぴい哨然条件紀慈い溶漢れながらそれを天命と肝ほ

銘じて螢書つづげなければ怒らない花るう彼等の事さ

を思う時暑密をうらみ寒さにぐちをζぼし勝ちな員

冷を送る自分を慈びしく叱ることの多かった私で勅る｡

スイカの新芽がら少篶離れた帥幻本の木か生えてい

た(第騎図)｡砦を割って生きているその木の幹はいぴ

っになっていた｡たくましい生命力皿もし輿本でこ

ういう婁象を屍てもとくは深く考克るこおもある凄い.

しかし一滴の水もそしで凝りさ克蒐娑,蔭溶い灼熱の地

篤艶回答の片岳鰯.に瀞速乏たハブハヅ(藪孤)

第聰國鎧の割扱蟹を沫この泳は描れて

いるぷう1ζみ免蕎禽茎上の方に緑の

小さな薬を剛ラていた�
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でこれを見た私はこの国へきておよそ王牢耕たってい

たその時晦は自分とは直接に関係のないしかもと

るに歴算恋いこのよう匁ものを屍てもその生命の行末

について真面員に考えるようになっていた.そしてそ

れは唯単に科学者のはんち峨うに属するであろう自分の

未釦に対する究明の意欲のあらわれ花げでは匁くこの

園の人海のこうしたことに対する冒は近いものを自分な

りに知らず細らずの申に身はつけていたからだろう

と思う茗｢郷に入れば郷に従ねをい賛諺がある秘

未知の世界に愚を踏み入れてそこで講を行溶う揚含

そこに生きつづける人恕ちの刺ご精神的はをけこな以･

うζとはもっをも大事なことの}つであるラしまた

すばらしいことでもあろう.

死と生を

生意る環境がその刺忍生害ていか恋けれぱならない

ものにとりて慧びしければきびしい糧その生存者相

互の壷慧るための勢は次錦ぽ激しく猿りていく､それ

はわれわれ人闇の散会においても動物の世界において

も避け得ることのむずかしい構禽かもしれない由そし

て時には他人を守るため紀貞らの生命を断つことも

あるしまた尋期せぬ死へ追いやられることもある･

乾き切った地にようやく芽生克忠然イ漁を見淀翌胃

調査用ジｰプ紅斑濡砦添むき出し1畝りて崖を作ηて

いる凶峡をはげしく身をゆずり扱秘ら奥へ奥へと上

って行った｡芝のせまい谷へ久っても⑳の婁O分も過ぎ

危るうか突然運転写ぞハムｰドの貝が率ラッ出光っ

た,急ブレｰ寺をかけて車を停めた港ハムｰ洋か｢シ

ョｰフ1ヤミン(肴を屍る)｣という.車から降りて畢

ノヘムｰドの後ろからついて行くと3㈱ばかり究に仔

鹿漆工頭白い骨をむ書胞しはしで横たわっている｡ハ

イエナ!､私の脳裏にはジ楓ツタの才ワイスで屍た

ハイ皿ナの美くしい姿態か浮んだ.そのハイエナは

自飽熔直径葛鰍ばか抄の黒い難点秘めりあても繁し

が鴛愁嚇砧もその繁に慧の蔭熔淡く窓細花する凄い

爪差茅はぞ一物とする程無気瞭恐体凝は王剛嚢濠怒あ

吻稔甲

鱗を藻めで養護漢餐保臨壷襲り花ハイ蕊淡は､己の欲

望を存紛隠滅篶病歴感紀浸獺彪蔓些愁る災

弱繭強資､彩杓は添籍⑳砂漠鰹塗警葛愁鰍蛇りで

｡は遜は秘瀞㌔宿命懇滋算盤施資然の捷湾愁勢る

蚤､じがし老の戴蚤触漕杓峨芯おは糠不籍⑳

錨隠隻慧るもの稽は鯵離愁笛舵澄艦肋§減泌妙想嶺狂

が,秘蹟縁ぞ夢､緑恩菟滅･由､減蜘勅赫偉滋総会⑳

肉棚怒は磁漢琢)錠以並縫箭醗渡忍鋤婁属熔余篭艦

弱い背に紳しつけられることが少なくない岨がんじが

らめぽしばられて散会に息する弱い脅一落陽の丘に座

し募れ匁ずむ砂漠の静けさに立って私はがっくり

肩を落したかぽそい自分の姿を何度想い浮かべたかし

れ救い､可愛い筒を見開いた塞嚢息絶免た仔鹿.そ

のつぶらな瞳もそしてその薬しい姿もやがては酷熱

ぽ焼かれ砂終打たれて滴定果てること怒るう｡皮膚

が破れ肉をも秘れて白骨化する貝はそう遠くはあるま

い｡

仔鹿赫無湊な苑を遂げた場所を去って間もなくサウ

ｰドが奇声をあげた.

ザイシハダ(何だ)J

｢オｰガフ(止まれ)ザツブJ

サウｰドがザップ&呼ばれる大形のト釣ゲを兇つけた

のだ｡

中生紀の爬塩類を想わせるその異様柾姿態は私たちの

肩を奪うば十分である.何かを口先へ持っていくと

真赤松口を大きくあけてパタリと喰いつく.異様にふ

くれてい恋添らしわのよ㌧た腹と鎧をまとったよう匁

尾を涛ったこのトカゲはどう見ても並の代物ではない.

ふだんはそのふくれた腹をべったリと地べたにζすり

ながらのそりのそりと歩くくせにいざ身の危険を感

じるととても信じられない速さで砂中や岩盤の割目

を利用したねぐらへ凄りしぐらに逃げていく､総じて

砂漠の動物はふだん1まのろまそうに見定でいざとい

う揚含ばは異常なまでのびんしぶうさを発揮する｡

かなり遠く離れた所の人の気配をすばやく知りそして

安全な場所へ逃げるところを屍ればこういう不毛の地

に生き馬ものは外敵を察知するための聴覚が発達し並

はずれた土地感と敏しょう性を備えているものらしい｡

サウｰドが兇つけたザップのねぐらは斑梅岩の割れ

資を利用レて造られていた.サ汐一ボがその穴は内か

りで脱兎のごぷく熔走り出以地あたん紀ザツブは負

けではならじとばかり膝その穴へ陶かりて一潔撒熔走

り吹汐一ド域一瞬黒点梱帖⑳奥深く蜜ん護&

逃1淀轡芯些熔成動篶愁｡

慈藩淋費一ドの腹⑳滋憾治漢ら扱い串次しぶり憶

う餓滴終おり勾紗るか濠効蜘瀬戸際想､喰咳一ド

憾豫鉱一帳⑳援助を縄恋沸潔ブを摘蒐落花めの本

格駒侮熱礎り秘か顯淀,箏後妻時釦蝕も登終薬麟

閥塾畿綴慧熔遇ぎて濁り微欝あ切りもよいので秘は

籔災⑳慈ぽ懇猪⑳催薬蟻蔓濠錫るζ些絶じ施､次の

氷壌赫繊醜淋㌶鵬簿塗隠松⑮は地獄は綴鋒い

沫⑱綾蓋然ぽ架退ん湾沸渋第猟鴻ζをを確かめ為と�
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ニタリと笑って今度はハンマｰで岩盤を割り随がかっ

た､入口から70c触位の所凄で岩盤を割っ花愛人は

穴尻までもう藪0c血位しか狂いことを知りてザ獲物は早

わカ裏手中にあり｣といった表情で最後の遺込み終がか

った.硬い岩盤を小さなハン呼一で叩き崩していくの

だから作業は串々容場ではない苗

でもその作業にかかってから小隻時間もたりた漿紀

は邊人は穴尻近くまで競すごとに成勃した白

サウｰドが嬉しそうな顔をしてノ･ンマｰの柄を突

込んだ.ところが獲物はいない.穴はそこから左

の方へ曲げて掘られていたの怒､赤クソ笑ん鶯のも東

の間2人はガックリと坐り込んでし襲った｡

仕事に疲れ獲物に逃げられた2人は急は疲れ淋出

たらしくそれからは口をきかなくなっ危｡

外敵の芋の届かぬザップの棲家これも生活の知恵淋

なぜるわざであろう.大の男2人カミ必死になって穴を

崩している時その奥でザツブはどうい費恩をしてい

ただろう.この勝負は完全に人間の負だ｡

ク笥一ヴ器ンの味j

午前餐時騒分汐はットに浮浴{の端を限り松巻

大空を真紅に染めて太陽が昇る古今簿も暑そう芯白

午前7時調査用自動車は冷えきったエンジンを温

めるために一斉に始動し出発に備える出

タキ火の回りに車座になって朝食をとる人夫たち赤

々と燃える薪そして真直に上る煙早朝の帝箏ンプの

たたずまいは平穏に満ちているがこの静けさも3時間

とはもたない花ろう.そして今冒も酷難の大地を踏

みつげてきびしい作業が続けられるのだ市

澄みきってひんやりとした早朝の大気を一杯に吸いこ

んだ後インスタントスｰプに固くな資かけたパンをか

じって早々に朝食をすませ7時半に出発する.

第8脳鮎岱幽細鉱凶の一部年央約逢幻凝五滋く紀み灸蕎ク溝嚢峰

左端のク講ミは擦鉱跡

車窓から入ってくる風は心地よくエンジンの響きも

快調だ｡キャンプを出て間も溶く測量の磯氏を乗せ

た真赤な中型フォｰドは崖へ幽りてA互Gubb穫鉱山(第

86図)へ陶かい桑形筑を乗せたもう一台のフ浄一ドは

有率の山蔭へ姿を消した｡｢気をつけて｣と互いに声

をかけ尋をふりながらそれぞれの持場へ陶がうのが

いつの間にか習慣になつた由隼人に別れ花ランド管

一バｰはW滅脇醐妙澄を駄搬程南下した後東

ヘコｰスを変えてW磁醐蝋第87図)憾入り砂と看

ころの谷底を喘きな林ら上流へ向がりて行く由地質

も谷の形も地形も属製ぐるしく変わりはするがもう

何度も通っているので今では空んじる程頭の申に焼き

つけられている｡

キャンプを出てから五時間余り後本誌165号第脳図

に示した不整合が兇えるW拙丁磁粋で蕪を捨てる､

この頃になるをもうじりじりと暑くて水を飲みたく溶る

が疲労を最少限度に押免後のことを誇免て水を節約

するためにぐっ&こら先帝ハふ一ド(第88図)に車を

次の谷へ廻すよう忙指示してからサウｰドをう湖婁し

て盾を叩きはむめる刊エ時間半も歩く些唇はが窓か

さになり喉は乾いて今紀もくっつ慧そうになるかぞ

れでも我慢して歩書続け蕎由

午前1五瞭身体がだるく雇の運びも紀ぶくなっ花噴

モハムｰドが待つ谷へ降りたヨ獅分間の休憩の聞こ採

取した試料を布袋に移しかえ竃人をう匁がして南下す

る､すでに調査匿城をはずれてはいる秘念のために

1.駄撤の所まで調査して次の谷へ入る｡

ここでは珍らしく草を求めて移動しているベドウ

ィンの一家に蓬った｡どこへ旅するのだる萱か妻を

娘をそれぞれラクダ陪乗せ息子に革を違わせて妻の

の岱ているラクダの手綱をとって歩いてゆく主人秘は

鵜禰概数搬脇砥壷狩く逓裟し恕ぺ肺インζの斜蝋肋酬ζ勢芦

婁嶋繊芸受の派1端1磁る捌汽1蚊く溝冷と灘えられ花水が顧

み蔭れてもタ別こは一繍もなく完全虹空勢戸と注っていること

もある�
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仕事の手を休めてその光景を見つめながら明の砂漠

をはるばると旅のラクダが行書濠したJという藍謡を

思い浮べしぱしの聞感慨暖耽った､

翌2時10分窺を砂漠に停めてサラｰの準備をさぜる

そしてサラｰが終りやっと饒カ鴛一ラ紀ありつく島

生ぬるい3カコｰラは決してう塞いものでは粗いかそ

れ鷲も乾燥し切った砂漠で喉を通す時の瞭は格別だ､

この休みの聞合目はアラビア語の勉強もない占煙草

を一本ふかして並上る.モノ･ムｰドもサウｰドも時

にはけファッダ〃1アスバル1シュワイヤ(もう少

し待って下さゆ北いうのに今日は｢ヤンラ(巷あ)J

といってす一つと立上った苗気持ちがよい,私危

ちポこの頃夜ふけ蜜で仕療をしているのを細ってのこと

芯ろう｡

年後2勝いっもなら調査を終わってキャンプヘ向

かっている時刻だが後2時間も歩けばこの区域の調査

が終るので2人にギァバガ1シ翼ゴル1アクサル1

サニテン(もう凄時間仕事をし淡いんだ秘)｣というあ

｢タイｰブ1ク滋ワｰヘッ将(籔ふいいでですよ)Jと

い簑返事が返りてき淀｡多くの運転季や人夫危ちは

作業時間然少しでも超過すると必ずといってよい程

超過勤務等当を要求するのだが私たちとのつきあいの

長いこの黛人はついぞそれを要求し花ことがない由

rショックラン(有難う)Jと婁人に礼をいりて立上り

それから五時間⑳分懸命に歩いてようやく一資の仕

事を終え松キ帝ンプを出てこれまで鴛カ籔一ラエ本

飲ん想書りだ中仕事が終わったとたんに空腹と疲労

とでぐり施りしでし襲った､2人の疲れた表情を屍て

いる弗にすまなさと愛ほしさがこみあげ涙渉あふれ

てきた苗そして私は｢マｰリシ楓(気虹し粗いで干害

い)｣と辞退する蟻人に珊ジアｰル(800円)札をエ枚づ

つ握らせた､ここから寿ヤンプ裏では遂破鰍はたりぷ

りある｡出発して聞も扱くサウｰドの声がし溶く溶っ

た｡空腹と疲れとで余程こだ克たの花るうふり返っ

てみるとぐったりと寝込んでいる｡

途串割合に広冷とした所でけナ1ア黒一ダセア

ラｰ(私添車を運転しよう)｣と言うと形ハムｰドは

にっこり笑い祖がら｢アナ帯ムシポタｰバン(私は疲

れていません)｣といってついに代らなかった.

W拙㎜ahに入って聞も校く私はポケットから

ケントを五本抜いて発ハムｰドぽrテシャラツブ(吸

えよ)｣と言って差出した圭畢ハムｰドは～籔ツクラ

ン･ジエッダン1ラｰケン1クラｰベン1アハサン1ア

ンタ1タｰバン1ケテイｰルファッダル1テシヤラツ

欝鰯鰯

鷺瞭薬蜜遼撒で幾くへ

篤ウイン⑳衆櫨湾墳綴

毅災舵紀慶鍍登釧ζり

1夕鳶労漆愛繁滅す薦鉱

物費源篇嚢撒て顯鐙霧

濠遺転等幾ハムｰ渓

ブ1ハダ(有難うございます.でもクラｰベンの力添

おいしいですよ･貴方はとても疲れているからこれを

吸って下さい)｣といってクラｰベンの赤面を私に差出

した苗

連中のふをζろ具合が最近さみしいことを知っている

私は一瞬ためらいζクロワ}ヘッドJといレ､ぼしたが

彼の好意を無にするのも悪いと思って五本もらって吸

い彼がくわえたタバコにも火をつけてやった.その

時のクラｰベンのコクのある瞭と香りは今だに忘れられ

ない白午後4時30分近道を通って暑さもようやく

下り坂紀なった頃キャンプに帰りついた.同僚危ち

はそれまで空腹をカ培んじて待っていでくれた白

有難いご&彪出遅い昼食を終り調査資料を整理して

いるうちに夕暮れが迫って蓄た､いささか疲れ気味で

仕事の区切りはよしあせりぎみの気持を静めるため紀

丘のいただ書に登り夕陽を屍ているうちにお祈りの声が

聞ζ充てきた帯サウｰ将を先頭に全員一列ぽ並んで

メッカに向かい大地にひれ伏す人々の姿は美しく私

たちの胸をうつものがある｡

8時全員集って夕食｡今夜のご馳走は大使夫人

差入れの残り少なくなった醤油を使ってスパゲティ

を煮込ウ帳ン風にしたもので串表うまい､

食後いつもなら雑談に花を咲かせるの芯がジュッ

ダヘ帰る蟹の近い今夜は早膚に外へ出てようやく冷た

く勾り花夜気でねむ気をさましベットのおいてあるテ

ントヘ引慧揚げてミカン箱を2つ重ねて机代りにし

明潟調着衣る区域の航空写真の判読ぽかかり王2時すぎ

によ夢帝く終わる｡大きく背伸びして表へ出てみると

人夫蓬のヂントの灯はすで紀消克ていた｡今簿も一属

無籍だりた仰ぐ夜空の星の茄は功なくそして冷たい由�
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鏑蟹鰯

嬢簸登録慈鐙停薬

仔拳⑳死

キャンプ生活が長びくにつれて人夫や運転手たちのふ

ところはさみしくなりそして食糧も煙草も乏しく狂

ってゆく､仕事する間も小脇に抱え地面紀麓く時に

は蜜ず布を敷いてから置くという風に後生欠察にして

い花トランジスタｰラジオや泳一バｰなぎが競売される

のもこういう時だ.

冒本り事情に詳しいあるアラビア商人はrアラビア人

の能力は背から有名だが実際にはどうなのか｣という

私の質問に対して｢大阪商人の夏O,000倍華僑似⑰O

倍の能力はあるだろうJと語ったことがある｡確かに

彼等の商売上等あ儲けるためのねばりとは目を尾張らせ

るものがあるか人夫や運転写達の申には町で買物を

する時には属をつ簑上げ口禽泡を飛ばして憤鯛るく

せぽこれ淡同一人かと疑いたくなる艦頓馬猛ζををす

る連帯がいる.ジェッダを出発する直前触⑪､⑪⑰0円も

出してトランジ派タｰラジ球を貿りて慧化人実は出発

3日後にはそのラジオを10呈000円で伸聞記売り危し

また2,000円の中古オｰバニはこれから本格的に寒

くなるという時に800円で売買巻れた､

物を売った連中は実際は大損し花わば澄秘現金を

手記して儲けたような気紀なるのか妙紀気前がよくな

り切角大事な物を尋放した代償当して得液金を数篇の

中に使い果たしてし塞う｡そして煙箪き先賢免恋く匁

るわけだ串そうなると気商泣りて些細な難で口論

をはじめることが少なくない白その漢簑な場官物兇商

い連中は連鎖反応を趨ζして食分とは蔵接紀関係の

ない争の渦に巻きご凄れていく､そうし花い窓がいを

見ていると全く馬鹿馬鹿しいこ&でよくい書かいを趨

ζすものだとなげがわしくもなるがそれでも連中を

よく観察していると結構勉強はなるζとが多い｡

そうしたある目のこと連帯の串では金持である運転

手のサイｰドがベドウィンから仔羊(第89図)を1頭買

.って書だ､ふ春ふ巷し柁真黒い箔で軸おわれたその仔

羊は窪ん護るい員をして人なつこく&ても可愛がっ

た.キャンプヘ連れてこられて間もなくその仔羊は

サイｰドの同僚のアブラ送ム熔買値より少府高い値段

で買取らオ㌃愁由

アブラヒ洛はキャンプ生活の間この仔羊を飼ってお

いて調査終了後ぽジ肌ツダヘ連れて帰るつもりでい

たらしい.別に餌代か要るわけでは恋しその嚢塞育

ってゆけば買値の数倍には売れる杓けたからアブラ

ヒムはそれ匁りの皮算用をしてサイｰドから買取りたの

だろう簑所かアブラ狡浴が買取って2簿後はをん

で怒扱い事件が起こった｡

この仔羊も多くの羊と同じょうは乏しい草や木の

葉で飢をしのぎながら育って慧施ので彪ろうアブラヒ

ムに買われた翌賢は残飯の多い私花ちのテントヘ来て

朝から晩護で餌をあきりていた.余程空腹澄り花のか

または久しぶりに基ともな食料熔ありつい花散かそ

のケンタンぶりにはおれわれ一同質を蒐張り花｡労ツ

ガツと蜜るで餓鬼のよ今に餌を塗さるその姿を屍て私

たちは｢大丈夫がな食べすぎではないかな腹八分目

に食べていれぱいいのにね｣などと心配した.

その翌朝私たもが起き花時にはその仔羊は可哀

相にはち切れそうな腹をして苑は総定でい花､

取る績思り扱いようなこの事件は私に費璽租教訓晦

与先でくれた｡書びしい生潜条件の下では元気で飛び

跳ねてい把であろうこの仔羊が溝も還り花生活をし花

はっかりに死への遣をたぎらなけれぱならなかり花蝉

粛な事実放任した飼空と放任巷れた仔羊欲望の果に

訪ずれたもの讐鈴生もし私が賢奉でこのようなことに

遭遇したとしてもそれ程深くは考え込凄なかっただろう､

しかし私はその死を員の勅彪りぽ屍てハイエナに

襲われて死に絶えた仔鹿を屍淀時と同じ麦う紀この仔

羊かたどっ淀遺と人間杜会において普通に起こりうるこ

とをが余りにもよく似通っていること紀思い当りガク

然とした｡

全くゆとりの姑畦活紀遺われる私だけの塗ガ目かも

しれないが沸も昆りた華やかな生活を営む家庭にしば

しばみられる子供の嚢鴛シ呼な道への暴走自分の子供

に限ってそのようなこと槍匁いと考えがちなそして

子供を唯放任することを愛情と考え誤まりがちな親多�
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くの場合そのよう恋親はやたらと干洪彰責める｡

親の歪んだ愛情は真の愛情を欲する子供の銚走た心

を決して満恩さぜはしない.そしてそれはや洲

て子供の純然気持を傷つけ子供の希望を無情は絶ち

憂ヌシマ恋遺へ暴走させることになるの想｡

こうし液ことはこの仔羊の死に習った過去の一時と

共通し花ものではなかろ夢が,物鷲的紀いかに恵婁れ

たとしてもそれは心のうつろ書を決して清してくれ

はし狂い.大自然の下人里を遠く離れた荒涼の地で

きびしい労働ぽ励む辛さと寂霧感そしてそこにたく

ましくまた貧しく生きる人命を兇つづけて意だ眼と心が

私をそうした出来事にも深い注意の胃を陶けさせるよ

うにしむけたように思われる.

キ中ンプの宰後

死の世界を撮わせるよ簑な荒涼花る風景と静寂の砂漠

での生活ばは疲れ果てた私麓の心を慰やしてくれるも

のはない｡朝から夜ふけ凄で懸命の努力を続けて心身

具にようやく疲れを感じるよ簑に匁つ恕ある簿昼食を

していた私だあのテントに一羽の小鳥が入ってき淀｡

刻にテントヘやってきた｡

4貝目私はビスケットをつつき水をふくんで天を

仰ぎ姉ミら飲むその小鳥の姿を想いなカミらいつ来るか

いっ来るかと待っていた添この買からその小鳥ばばっ

淀りあ姿を見せ抜くなっ花苛

たのはこの小鳥の死後闇も匁くだった.

私がこの小鳥のために人知れず岩蔭にきずいた小

さ匁ケルン赫アラビアの苛酷扱裏でに慧びしい自然条

件はくずれ去る隻とのないようにと願うのは唯私の

セン葉メンタジズムの扱せるワザた1ろうか.

寿ヤンプ生溝帯砥の彼方に沈みゆく夕陽を屍つめ匁

がら小商い丘の卿こポツンと坐っている人夫や運転芋

の姿をよく見かけた,容赦なく照りつける太陽を忌み

嫌い冷たい光をやさしく投げかける月あ星をあがめる

彼等が何をしているのか何を考えているのかは私に

は判ら批･｡私心まそうした彼等の姿は一目の無

事を神に謝しわれを忘れて大自然の美しさにうたれて

いるように恩典花｡そして私は詩を愛する優しいア

ラブの姿の一繭をそこに屍出したように思った｡

いつ想ったか私は｢物言わぬ自然と楽しく語らうこ

とので養器脅花けが地質家をいう特種な職業に従拳

する背紀なるζとかで慈るのではなかるうかJと何かに

書い淀ζとかあるカ童宵暗の験漠にそして酋さす丘の

項に宜って童謡を唄い詩を吟じ杷自分の姿をふり返

りてみてそれは決して薄く離れ液予を想い妻を恋

うる心のあらおれだげではなかっ危と思う害

繋杓し密踏夜

その夜は力もなく風もなく不氣瞭ぽ静まり返っ

施蒲凍の地は大粒の星の光りがいやに冷たかった｡

夕食後閥もなく通訳表数人の人夫か私たちのテン

トヘ来てザ今晩この近くでベドウイ!の結婚式があるか

ら行き凄しょ力と私たちを誘噌た今私たちは一瞬

から絶対に大丈夫｣という通訳のことばとこの国の

すべてを細り危いと思う欲望をで結婚式場へ連れてい

ってもらうこをにした昔

身キ火を翻む人の輪の申は花ムヌさんもおり一応

初対薗の挨拶をしたものの慈あお祝の詞カミ分らない

はルバラ漁1フィｰク(神の恵みがあり塞すように)｣

はお悔みのことば流しはンタ･タイｰブ｣では的は�
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ずれのようだし新婚者やその近親者に対して用いる

ザムバｰラク1マア1アメルト(貴方の行いに恵みあら

んことを)｣ということばをどうしても思い出せか･曲

まごまごしていると頭の圃転がすごく早い上に強心臓

の持主である通訳が早速旧鰍Gu遡舛鉱山を調査

している日本人ドクトルがわざわざお祝に来てくれね

と口をはさむと居並ぶ大淀ちほ口冷にシ嚢ヅクラ

ンと言い荏がら私たちぽゆっくりするようぽすすめて

くれた.墨を流したような闇の申でひんやりした空

気を胸一杯に吸いタキ火を囲んで語り合うのは楽しい

ものだ.私杷ちはお祖として用意して書た何秘しか

の金を通訳を通じて花ムコさんに進塁し花がその

時の花ムコはじめ皆の喜びようぱたいへんなもの潜った.

しばらくの間お茶を飲みながら雑談しだ後秘花ちは

お祝の踊の場へ案内された.独特の単調橡節鰯し&芋

拍手で二等に並んで歌う男たちのお祝の噴のリズムに

のって真黒の装束に身を包み膝黒の闇の中にタキ火

のほのかな灯を浴びて足を踏み鴫らむで踊る花嫁の姿

その光景は不気味でさえあるが貿頃じがつめらじい結

婚式を見なれている私には表しいほどの隣人愛さ免感心

させた.これも集団に生き集団に対する平等の権

利と義務とを有するベドウィンの生活の現われであろう

か由ギいうは甥く行うは難しJという格書を私蓬は

知っている.しかしこの世の申で真は鼠主化を思

い巳の心に恥じない行をしている人がとれ憾ぎいるだ

ろうか.真実一路を歩くことのむずかしい今の世の中

ではあるがそれを妨げる何物かカ婁あるとしてもその

道を歩かなくても良いということには恋お扱い.

酷熱の砂漠をわたり天を突く岩山を越免て幾簿も

歩きつずげて友の結婚式に馳せ参じ花2⑪⑰塙余りのこの

人達のふる寒いと闇終燃ゆる炎とを兇つめながら私は

集団生活と人の道のあり方を教克られたよう狂気力婁した.

小エ時間もいた泡ろうが私達は明βの仕薯に備え

てキやンプヘ引場げることぽした.居並ぶ人膚に別

れを告げて車に乗った直後突然車の後部に乗ってい

る人夫達と車の側まで見送り紀来た人達との間に激しい

Q論が起こった.早口でまくし花でるこおばの意瞭は

完全には分ら狂いがどうやら羊のことらしいので人

夫か運転芋が羊にいたずらでもしてケンカになったに違

いないといささか心配に扱って意た生その中に車

の後戻がバタンと開かれ何かかドサジと投げこ漢れた

びっくりして後るを振返る&丸冷を太鶯た二大きな羊が

キヨトンとした顔付で立っている古何のことは恋い

私達カミ花ムコに進呈したわずかばかりのお祝儀の返礼と

して花ム劫鴇達に羊をくれたのだ.これで読めた.

先程のはげしいやりとりは羊を進呈しようとする花ム

コ側と内心では欲しくてうずうずしているくせにア

ラブ特有の必要以上とさえ思えるゼスチ皿アでそれを固

辞しようとする人夫や運転等達との間の舌戦だったのだ.

どう安く見積っても五〇｡000円はしそうな立派な手なので

私たちはそれを受取ることを辞退したが結局はキャ

ンプヘ同道することにした.

そしてその翌日その羊はナイフで喉を裂かれて

声を出す間もなく昇天にその肉はほとんど全部人

夫や運転芋の腹紀収まった呈

｢人の樟で相撲をとるJをいう諺を地でいっ花人夫や

運転手達ウマウマとしてやられた私達こそいいツラの

皮だ.でもベドウィンの結婚式ぽ出られるというこ

とは中海でき狂いことだし漢たその後ベドウィンと

急速に鵜しくなれ花ことを思免ばなむろ連中尉憾謝

しなければなる襲い｡こうしたことがあった後A玉

W紬地域のベドウィンは私達の輩を兇かけると遣り

寄ってお燕を飲んでいってくれとか寒いから大忙あ

たっていけなどとよくすすめてくれたし私達も友

好を保つためにもまた彼等から古代の鉱山忙関する

情報を得るためにも出来るだけ彼等の好意に背克蒔

には水を分けてやったりした.彼等にとってはもりあ

も貴箆な水や砂糖や紅茶時には遠く離れた町から子

供忙わざわざ買ってきたわずかばかりの菓子を借し気も

なく私趨ごこ馳走してくれる彼等ぽ親しく接してみて

私は人としてのあり方をとれ程考えさせられたかしれな

い.少なくとも私にとっては彼讐か互に相容れな

い異民族でないことは確かだ.

キャンプの正月

五2月3蝸もふだんと変らずしんしんとぶけてゆく夜の

一時胃本を出発して以来のことを掻い浮かべ減婁ら

皆で雑談ぽ耽った.午後11時半頃離かか｢今集は卓

越そばも食えないなあJとしみじみ言った｡私カミ

トッサにヂ食べようかJというと一同ゲゲン扱顔をし

てダあったらね｣｡私は単遠炊事場へ行ってスパゲ

ティを隻西約隻O分かけて煮花後出張前に家族から航

空小包で送られて書花イシスタントミソ汁の封を切り

2ンビｰフでダシをとり韮葱を刻みこんで一見煮込

みうどん風のものを作りぐらぐら煮花っているのをテ

ントヘ違び込んだ｡それを食べる轡の顔はまるで子

供かずはらしいケｰキに食いついたように喜色満面

｢ああウメェああウメェ｣の連発花った.惜しむら

くは醤油がなくインスタント案ソ汁もこれでハラｰ�
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ス(終り)になったことだ.こうして遠い故国を偲

ひなカミら1963年は静かに去っていったのです｡

1964年元旦もいつもと何導変ること放く明けた､今

日から3日間は休みだ.午前蔓時頃朝食を前にして

一同｢お罵出度簑こさい蜜すJと新年⑳拶拶を交す串

酒があるわげではなし潟藁寿代りのコｰヒｰや紅茶を

飲みいつもと同じ食事だ｡この漿になると人夫や

運転手加やって来て口海にけンいサナ1ワア1ユ

ン身1タイｰブ(潟買出度うござい婁す)Jと挨拶する白

太陰暦を使っている彼等に&りてはこの帥奮ふ淀んと

変ら扱いだけ虹とく紀勘ら淀蛮る必要は恋いわけ想添

それだけに彼等の行為は気持添よい曲

3同間の休みと知って彼等の多くは洗濯したり町

へ出かけたりお茶を飲みな秘ち雑談に耽っだりのん

びりと楽しんでいる.日頃仕劇こ勘)れている彼等な

ので私逢はこの休み績運動会をやるζきを思いつい

た､

賞金力拙ると聞いた彼籍の張切りようはたいへんなもの

だ,賞金はエ欝から3響蛮でで賞金をとれ在かった

者には参加賞を出すこと記した,競技種目は200臓の

徒歩りい一1パン食い競争恋らぬビスケット食い競争

1約砧臓の千ラソンである.

徒歩やリレｰはやはり着い者が勝つことほ当然湖婁

リレｰチｰムに寝る時以外は弾帯をはずさないガイド

やお年寄が入っていると花いへんだ,生意のよい若い

違申淋･くら頭張ってもこの連中に代るとすぐ逆転さ

れ結局は若い着湯輪隼窃趨｡くりてかか棚て口輪を

はじめる｡ビスケット食い競争(策90図)に使ったビス

ケットは私達がそれ凄でに禽戎地帯では最高にう窪

いイギリス製たつ花台ζのこをを知ってか知らずか

この競争忙出ても勝帥陸いと思っている連中は糸で

吊慈れ花ビ深グヅトを食戎花後でもっと食べ凄せてくれ

挫輿顔科め岳それ秘子供壷数人怒吻れ渇いいお父

ツァン想は樽金く潟が払い硅

陵上競技の最後を飾る酬濠球茅ソン澄山病人を除く

全録秘欝カ晦花ζの競技は将熔胞膜絶翻もので路嵩肯

折返､煮樽待機じ郁渇桑形技嘗から等⑳乎蜂サインして

愁敏義溌脇無熔帰吻花順樽瞭位秘決凄葛こあを出発前

縫説鯛陰稔の濃秘違申卿習機お慈免恩彪る自邑壷張の

稔め縫籍順淡定鰯鍬副鋤拡資瀦乱した自

厳発む芯黛③⑪滋も走籔滅め葛紀人爽の董ンジ㎞ル

秘転茄鷲茗馳求遊抄滝搬球蕩淡ンは淡蟻ンをし花蜜

漢叢繊滋獺懇悉抗淋諦凛藩ちで歴をとら杓花の芯硅

普通澄密ぽ簿び溝り落ち触は参熔ち締んお慮淡秘蜜

稔獄竜軌をぬぎ業でてパンツ姿湾龍藩&蔓澄澄熊錦

を行く獅閥潅織磁い登じて気動蛎せ澄鯵か彼はそ

批をずり並ば施蜜漢崖等懇紳克恋輯び走妙陶篶花､

濠費誇慈芯怒芯れ湾帖砥鰯も薦る夢&いう酬忍そ

⑯擦簿廼蜜鉦愁熔龍夢溺せ慧愁⑳湾は猿い串漢じて競

蜜麓鳶連瀞荻り愁御籍然ああ顯では稜抽蜜らのζ聖滋昔

彼椴踏竣猿姿籔港資宛塾箆て泌ば轡慈は榮秘籔護蔭な

釣均稔革潔茅ソ㌶獺一溝は謹す鳶耽落芥錐部隊出

録⑱災爽砂泌一篤駕吻施仙決脇隷紀久顯花煩熔並ぽ

せ葛由蜜芯賛金蜜渡す毅熔滋顯て⑳彩びり⑳帰棚で

来た若者から㌘備が夏等だ｣と文句が出た｡ふだん

早とちり勝のこの若者は折返点に一番早く着いたので

自分秘夏位淀と主張したわけだ｡しかむ彼の主張は

出発前ぽ説明されたノレｰルに忠実に守って走り抜いた連

中の反撃虹あったあげく序災ホ1マｰフイ(脳匁し)｣

rゼア･ヘマｰル(ロバみたい花)｣などと悪口を沿びせ

られてもちろん容れられ扱かった缶

人堅を遠く離叔献え難い暑さと疲労と

ぽ妻いなまれながらもきびしい自然との対

決に斗志をかきたて時には心をいやし

てくれる何ものもない奥地で美しい人の

心にふれてキャンプ生活は喜怒哀楽の

織りなす人聞模様を画きなカミら終末を迎

える.そして苦楽を分かち合っ淀人夫

や運転事逢の顔はその貿を迎克る喜びと

彼等の帰りを待ち俺びる家族に逢える楽し

みとで賃一簿と騎れやかになってゆく｡

別れは辛くそして悲しいものそして待つ

楽じみを与えてくれるもの畏かったキャ

ンプ生清は無泰に終鴛た,しかしジェ

ッダヘの道は遠い.(筆者は鉱床部)

第9⑪図工搬寧禿笈筍蹴蟻灘蜜雛室繍お噌の遼鱗会の至黛噂rどスケット食い駿勢J

とぴ上柵ま単く褒灸るというも⑳では狂いが･…�




